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など）で呼ぶものがきょうだいの間隔が 36 ヶ月以上離れている場合、第二子が生後 11 ヶ
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対象：首都圏の私立 A 大学および私立 B 短期大学にて質問紙調査を実施した。データ
は母数を増やすべく 2016 年に実施した三好（2017）のデータを新たに追加した項目以
外は合わせて分析した。2016 年の調査では 203 名（A 大学 71 名、B 短期大学 132 名）、
2017 年の調査では、A 大学生 204 名および私立 B 短期大学生 117 名の合計 321 名に質問
紙調査を実施した。その結果、調査分析が部分的にでも有効である回答も含めた有効回答
者は 2016 年で 200 名、2017 年で 305 名の合計 505 名であった。ただし分析は内容によっ
て性差が大きいものがあり、性別を記入していないものなどもいたため性差を確認するこ
とができる分析対象者数は男性 102 名、女性 368 名となった。調査期間：2016 年 7 月と
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三　好　　　力　両親からの呼称による情緒的発達と漸成発達理論に基づく発達の影響
Erikson and Social-Desirability Scale の日本語短縮版（S-ESDS）（三好・大野・内島・若原・
大野 , 2003）の「基本的信頼感」7 項目、「自律性」7 項目、「主導性」7 項目、「生産性」7
項目、「アイデンティティ」7 項目、「親密性」7 項目の計 42 項目。下位尺度である各段階
の発達主題の達成程度が高ければ、それぞれの下位尺度の得点も高くなるようになってい
る。情緒的特性を測定する尺度として、日本版 Buss-Perry 攻撃性質問紙 （BAQ）（ 安藤・
曽我他 , 1999）24 項目。下位尺度として①身体的攻撃、②短気、③敵意、④言語的攻撃に
より分析を行った。また、敵意に相対する項目として思いやり尺度（内田・北山, 2001）
22 項目を用いた。総質問項目数 108 項目とエラーチェック用項目 3 項目の合計 111 項目。
いずれも 5 件法において尋ねた。なお、分析は統計ソフト SPSS Ver.24 にて行った。
結果
各変数の性差　各尺度の記述統計は Table 1 と Table 2 に示すとおりである。その結果、
いくつかの項目で男性と女性による差が認められたので、各項目による性差があるかを統
Table 1　呼称の記述統計
現在 Item Sex N Ave SD 幼少期 Item Sex N Ave SD
1 くん・ちゃん呼び（父） M 101 1.26 0.88 11 くん・ちゃん呼び（父） M 99 2.07 1.48
F 357 1.92 1.50 F 358 2.75 1.71
2 くん・ちゃん呼び（母） M 102 1.64 1.30 12 くん・ちゃん呼び（母） M 102 2.54 1.61
F 365 2.21 1.56 F 366 3.10 1.66
3 呼び捨て（父） M 100 4.26 1.35 13 呼び捨て（父） M 101 3.77 1.48
F 358 3.70 1.68 F 361 3.34 1.67
4 呼び捨て（母） M 102 4.09 1.37 14 呼び捨て（母） M 102 3.51 1.53
F 364 3.73 1.60 F 366 3.24 1.60
5 ポジティブなあだ名（父） M 100 1.62 1.18 15 ポジティブなあだ名（父） M 100 1.92 1.33
F 354 2.19 1.56 F 361 2.53 1.61
6 ポジティブなあだ名（母） M 102 1.93 1.43 16 ポジティブなあだ名（母） M 102 2.15 1.49
F 366 2.43 1.58 F 366 2.64 1.60
7 ネガティブなあだ名（父） M 99 1.15 0.58 17 ネガティブなあだ名（父） M 101 1.30 0.81
F 357 1.28 0.81 F 361 1.26 0.79
8 ネガティブなあだ名（母） M 102 1.14 0.56 18 ネガティブなあだ名（母） M 102 1.22 0.67
F 366 1.31 0.79 F 366 1.26 0.75
9 穏やかに呼ぶ（父） M 100 3.79 1.32 19 穏やかに呼ぶ（父） M 101 3.83 1.27
F 357 3.77 1.27 F 361 4.04 1.18
10 穏やかに呼ぶ（母） M 102 3.89 1.26 20 穏やかに呼ぶ（母） M 102 3.90 1.25
F 366 3.92 1.13 F 366 4.07 1.11
Table 1　呼称の記述統計
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Item Sex N Ave SD
 S-ESDS（基本的信頼感） M 102 22.02 5.07
F 368 22.64 4.42
 S-ESDS（自立） M 102 21.21 5.84
F 368 20.67 5.13
 S-ESDS（主導） M 102 23.03 5.58
F 368 21.90 4.70
 S-ESDS（生産性） M 102 22.34 5.92
F 368 21.15 5.11
 S-ESDS（アイデンティティ） M 71 21.7 4.59
F 200 21.25 4.70
 S-ESDS（親密性） M 71 26 6.20
F 200 26.53 5.28
攻撃性① M 102 20.17 6.01
F 368 18.18 5.56
攻撃性② M 102 13.33 4.16
F 368 14.48 3.99
攻撃性③ M 102 20.67 5.04
F 368 21.33 4.62
攻撃性④ M 102 15.34 3.95
F 368 14.23 3.53
思いやり M 102 68.28 13.03
F 368 78.29 11.45
Table 2　各尺度の記述統計






心理社会的発達段階に関する S-ESDS では、第 3 段階の生産性（t=2.019, df=468, p<.05）
のみで男性の方が高かった。情緒的特性では、攻撃性の身体的攻撃は男性が高く（t=3.144, 





















男性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ 親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
1 くん・ちゃん呼び（父親） .013 .019 -.028 .011 -.006 -.066 .193 .256** .212* .181 -.008
2 くん・ちゃん呼び（母親） .028 -.024 .004 .014 .048 .040 .242* .175 .089 .311** .066
3 呼び捨て（父親） -.064 .101 .030 -.094 -.090 .030 -.065 -.195 -.124 .024 -.169
4 呼び捨て（母親） -.067 .014 -.022 -.080 -.112 -.014 .091 .028 -.111 -.197* -.142
5 ポジティブなあだ名（父親） .087 .085 -.009 .102 .190 .018 -.061 .033 -.087 .228* .190
6 ポジティブなあだ名（母親） .060 .010 -.053 -.007 .182 -.010 -.091 .004 -.003 .017 .169
7 ネガティブなあだ名（父親） -.320** -.011 -.134 -.209* -.205 -.205 .188 .099 .228* -.045 -.072
8 ネガティブなあだ名（母親） -.302** -.156 -.171 -.254** -.216 -.211 .204* .111 .218* -.102 -.070
9 穏やかに呼ぶ（父親） .311** .175 .090 .101 .104 .388** -.208* -.069 -.235* .109 .141
10 穏やかに呼ぶ（母親） .337** .126 .023 .050 .066 .315** -.178 -.006 -.256** -.042 .156
* p  < .05   ** p  < .01
男性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ 親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
11 くん・ちゃん呼び（父親） .067 .086 -.028 .059 .184 .105 .109 .071 .157 .089 0130
12 くん・ちゃん呼び（母親） .091 .024 .002 .147 .142 .094 .096 .030 .064 .111 .123
13 呼び捨て（父親） -.085 -.111 -.015 -.126 -.278* -.098 -.097 -.043 -.009 -.036 -.192
14 呼び捨て（母親） -.164 -.161 .056 -.132 -.228 -.129 .035 .129 .016 -.103 -.132
15 ポジティブなあだ名（父親） .025 .112 -.039 -.041 .137 .006 -.009 -.003 -.078 .134 .062
16 ポジティブなあだ名（母親） .035 .129 -.057 -.024 .179 .019 -.019 -.027 -.049 .076 .125
17 ネガティブなあだ名（父親） -.180 -.119 -.086 -.095 -.271* -.117 .194 .115 .220* -.125 -.024
18 ネガティブなあだ名（母親） -.194 -.151 -.174 -.159 -.361** -.131 .176 .120 .239* -.152 -.075
19 穏やかに呼ぶ（父親） .391** .145 .085 .103 .200 .334** -.118 -.095 -.261** .167 .185
20 穏やかに呼ぶ（母親） .330** .115 .058 .082 .145 .253* -.085 -.054 -.292** -.071 .175





―  331  ―

























ぶ」に S-ESDS や情緒関連項目と相関が見られた（Table 4）。
Table.4　幼少期の呼称と漸成発達段階、攻撃性、思いやりの各変数との相関係数
男性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ 親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
1 くん・ちゃん呼び（父親） .013 .019 -.028 .011 -.006 -.066 .193 .256** .212* .181 -.008
2 くん・ちゃん呼び（母親） .028 -.024 .004 .014 .048 .040 .242* .175 .089 .311** .066
3 呼び捨て（父親） -.064 .101 .030 -.094 -.090 .030 -.065 -.195 -.124 .024 -.169
4 呼び捨て（母親） -.067 .014 -.022 -.080 -.112 -.014 .091 .028 -.111 -.197* -.142
5 ポジティブなあだ名（父親） .087 .085 -.009 .102 .190 .018 -.061 .033 -.087 .228* .190
6 ポジティブなあだ名（母親） .060 .010 -.053 -.007 .182 -.010 -.091 .004 -.003 .017 .169
7 ネガティブなあだ名（父親） -.320** -.011 -.134 -.209* -.205 -.205 .188 .099 .228* -.045 -.072
8 ネガティブなあだ名（母親） -.302** -.156 -.171 -.254** -.216 -.211 .204* .111 .218* -.102 -.070
9 穏やかに呼ぶ（父親） .311** .175 .090 .101 .104 .388** -.208* -.069 -.235* .109 .141
10 穏やかに呼ぶ（母親） .337** .126 .023 .050 .066 .315** -.178 -.006 -.256** -.042 .156
* p  < .05   ** p  < .01
男性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ 親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
11 くん・ちゃん呼び（父親） .067 .086 -.028 .059 .184 .105 .109 .071 .157 .089 0130
12 くん・ちゃん呼び（母親） .091 .024 .002 .147 .142 .094 .096 .030 .064 .111 .123
13 呼び捨て（父親） -.085 -.111 -.015 -.126 -.278* -.098 -.097 -.043 -.009 -.036 -.192
14 呼び捨て（母親） -.164 -.161 .056 -.132 -.228 -.129 .035 .129 .016 -.103 -.132
15 ポジティブなあだ名（父親） .025 .112 -.039 -.041 .137 .006 -.009 -.003 -.078 .134 .062
16 ポジティブなあだ名（母親） .035 .129 -.057 -.024 .179 .019 -.019 -.027 -.049 .076 .125
17 ネガティブなあだ名（父親） -.180 -.119 -.086 -.095 -.271* -.117 .194 .115 .220* -.125 -.024
18 ネガティブなあだ名（母親） -.194 -.151 -.174 -.159 -.361** -.131 .176 .120 .239* -.152 -.075
19 穏やかに呼ぶ（父親） .391** .145 .085 .103 .200 .334** -.118 -.095 -.261** .167 .185
20 穏やかに呼ぶ（母親） .330** .115 .058 .082 .145 .253* -.085 -.054 -.292** -.071 .175





















男性における S-ESDS や情緒関連項目による各変数間の関連  S-ESDS や情緒関連項目









ティティ、親密性ではそれぞれ攻撃性の敵意（r=－.20, p<.01,－.33, p<.001,－.30, p<.01,－.35, 
男性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ 親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
S-ESDS（基本的信頼感） - .506** .479** .668** .630** .645** -.098 -.023 -.459** .368** .344**
S-ESDS（自律性） - .448** .610** .532** .304** -.178 -.235* -.535** .397** .004
S-ESDS（主導性） - .722** .403** .349** .044 .149 -.200* .476** .192
S-ESDS（生産性） - .576** .490** .093 .111 -.334** .489** .153
S-ESDS（アイデンティティ） - .568** .023 .139 -.295* .556** .283*
S-ESDS（親密性） - .009 .076 -.351** .371** .346**
攻撃性①（身体的攻撃） - .566** .343** .181 -.234*
攻撃性②（短気） - .399** .192 -.041
攻撃性③（敵意） - -.070 -.157
攻撃性④（言語的攻撃） - .060
思いやり -
* p  < .05   ** p  < .01
女性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ 親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
1 くん・ちゃん呼び（父親） .031 .042 .117* .014 .028 -.059 .004 .054 -.076 -.030 .016
2 くん・ちゃん呼び（母親） .038 .048 .070 .052 .062 -.054 .026 .021 -.116* .013 -.090
3 呼び捨て（父親） .017 .052 -.082 .021 .147* .143* -.068 -.142** -.084 -.002 .111*
4 呼び捨て（母親） .032 .067 .008 .061 .098 .094 .018 -.038 .001 .045 .178**
5 ポジティブなあだ名（父親） .094 .038 .170** .102 .064 .009 -.087 -.002 -.004 .066 .047
6 ポジティブなあだ名（母親） .087 -.026 .087 .014 .001 .006 -.011 .006 .020 .015 -.019
7 ネガティブなあだ名（父親） -.079 -.074 -.041 -.037 -.144* -.139 .036 .046 .013 .013 -.060
8 ネガティブなあだ名（母親） -.152** -.164** -.021 -.083 -.102 -.140* .128* .105* .137** -.039 -.039
9 穏やかに呼ぶ（父親） .240** .111* .079 .149** .167* .159* -.121* -.127* -.219** .004 .208**
10 穏やかに呼ぶ（母親） .281** .108* .086 .196** .222** .192** .040 -.081 -.198** -.071 .188**





Table 5　漸成発達段階、攻撃 思いやりの各変 との相関係数
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男性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ 親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
S-ESDS（基本的信頼感） - .506** .479** .668** .630** .645** -.098 -.023 -.459** .368** .344**
S-ESDS（自律性） - .448** .610** .532** .304** -.178 -.235* -.535** .397** .004
S-ESDS（主導性） - .722** .403** .349** .044 .149 -.200* .476** .192
S-ESDS（生産性） - .576** .490** .093 .111 -.334** .489** .153
S-ESDS（アイデンティティ） - .568** .023 .139 -.295* .556** .283*
S-ESDS（親密性） - .009 .076 -.351** .371** .346**
攻撃性①（身体的攻撃） - .566** .343** .181 -.234*
攻撃性②（短気） - .399** .192 -.041
攻撃性③（敵意） - -.070 -.157
攻撃性④（言語的攻撃） - .060
思いやり -
* p  < .05   ** p  < .01
女性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ 親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
1 くん・ちゃん呼び（父親） .031 .042 .117* .014 .028 -.059 .004 .054 -.076 -.030 .016
2 くん・ちゃん呼び（母親） .038 .048 .070 .052 .062 -.054 .026 .021 -.116* .013 -.090
3 呼び捨て（父親） .017 .052 -.082 .021 .147* .143* -.068 -.142** -.084 -.002 .111*
4 呼び捨て（母親） .032 .067 .008 .061 .098 .094 .018 -.038 .001 .045 .178**
5 ポジティブなあだ名（父親） .094 .038 .170** .102 .064 .009 -.087 -.002 -.004 .066 .047
6 ポジティブなあだ名（母親） .087 -.026 .087 .014 .001 .006 -.011 .006 .020 .015 -.019
7 ネガティブなあだ名（父親） -.079 -.074 -.041 -.037 -.144* -.139 .036 .046 .013 .013 -.060
8 ネガティブなあだ名（母親） -.152** -.164** -.021 -.083 -.102 -.140* .128* .105* .137** -.039 -.039
9 穏やかに呼ぶ（父親） .240** .111* .079 .149** .167* .159* -.121* -.127* -.219** .004 .208**
10 穏やかに呼ぶ（母親） .281** .108* .086 .196** .222** .192** .040 -.081 -.198** -.071 .188**
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三　好　　　力　両親からの呼称による情緒的発達と漸成発達理論に基づく発達の影響
性（r =－.16, p<.01）、親密性（r=－.14, p<.05）で負の相関が見られ、攻撃性の身体的攻








（r=.11, p<.05）、生産性（r=.20, p<.001）、アイデンティティ（r=.22, p<.01）、親密性（r=.19, 
















女性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ 親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
11 くん・ちゃん呼び（父親） -.018 .042 .076 .016 .034 -.042 .027 .076 -.007 .047 -.052
12 くん・ちゃん呼び（母親） .032 .009 .051 .037 .072 -.013 .037 .009 -.072 .055 -.023
13 呼び捨て（父親） .020 .005 -.115* -.011 .094 .116 -.030 -.139** -.086 -.026 .101
14 呼び捨て（母親） .024 -.007 -.063 .028 .103 .119 -.023 -.076 -.032 -.031 .147**
15 ポジティブなあだ名（父親） .044 .001 .134* .081 .011 -.073 -.009 -.006 0.16 .057 -.013
16 ポジティブなあだ名（母親） .043 -.053 .089 .035 -.053 -.120 -.013 -.017 .046 .019 -.001
17 ネガティブなあだ名（父親） -.113* -.124* -.035 -.014 -.132 -.130 .002 .047 .042 -.002 -.047
18 ネガティブなあだ名（母親） -.131* -.171** -.057 -.063 -.080 -.162* .007 .088 .132* -.065 .013
19 穏やかに呼ぶ（父親） .237** .101 .066 .132* .148* .170* -.032 -.137** -.193** -.010 .194**
20 穏やかに呼ぶ（母親） .256** .129* .114* .159** .200** .222** -.001 -.115* -.180** -.017 .231**
* p  < .05   ** p  < .01
女性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ 親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
S-ESDS（基本的信頼感） - .526** .431** .622** .621** .634** -.260** -.242** -.559** .180** .290**
S-ESDS（自律性） - .444** .655** .683** .472** -.115* -.152** -.498** .452** .063
S-ESDS（主導性） - .595** .374** .313** -.035 .084 -.153** .392** .121*
S-ESDS（生産性） - .610** .481** -.181** -.212** -.435** .337** .155**
S-ESDS（アイデンティティ） - .552** -.173* -.117 -.492** .316** .115
S-ESDS（親密性） - -.265** -.162* -.520** .168* .378**
攻撃性①（身体的攻撃） - .491** .279** .133* -.387**
攻撃性②（短気） - .473** .276** -.156**
攻撃性③（敵意） - -.060 -.144**
攻撃性④（言語的攻撃） - -.094
思いやり -
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は基本的信頼感（r=－.13, p<.05）と自律性（r=－.17, p<.001）、親密性（r=－.16, p<.05）
で負の相関が見られ、攻撃性の敵意（r=.13, p<.05）と正の相関が見られた。これらの結
果も現代の呼称と同様な特徴がうかがえた。父親からの「穏やかな呼び方」では、基本的









女性における S-ESDS や情緒関連項目による各変数間の関連  S-ESDS や情緒関連項目












女性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ 親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
11 くん・ちゃん呼び（父親） -.018 .042 .076 .016 .034 -.042 .027 .076 -.007 .047 -.052
12 くん・ちゃん呼び（母親） .032 .009 .051 .037 .072 -.013 .037 .009 -.072 .055 -.023
13 呼び捨て（父親） .020 .005 -.115* -.011 .094 .116 -.030 -.139** -.086 -.026 .101
14 呼び捨て（母親） .024 -.007 -.063 .028 .103 .119 -.023 -.076 -.032 -.031 .147**
15 ポジティブなあだ名（父親） .044 .001 .134* .081 .011 -.073 -.009 -.006 0.16 .057 -.013
16 ポジティブなあだ名（母親） .043 -.053 .089 .035 -.053 -.120 -.013 -.017 .046 .019 -.001
17 ネガティブなあだ名（父親） -.113* -.124* -.035 -.014 -.132 -.130 .002 .047 .042 -.002 -.047
18 ネガティブなあだ名（母親） -.131* -.171** -.057 -.063 -.080 -.162* .007 .088 .132* -.065 .013
19 穏やかに呼ぶ（父親） .237** .101 .066 .132* .148* .170* -.032 -.137** -.193** -.010 .194**
20 穏やかに呼ぶ（母親） .256** .129* .114* .159** .200** .222** -.001 -.115* -.180** -.017 .231**
* p  < .05   ** p  < .01
女性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ 親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
S-ESDS（基本的信頼感） - .526** .431** .622** .621** .634** -.260** -.242** -.559** .180** .290**
S-ESDS（自律性） - .444** .655** .683** .472** -.115* -.152** -.498** .452** .063
S-ESDS（主導性） - .595** .374** .313** -.035 .084 -.153** .392** .121*
S-ESDS（生産性） - .610** .481** -.181** -.212** -.435** .337** .155**
S-ESDS（アイデンティティ） - .552** -.173* -.117 -.492** .316** .115
S-ESDS（親密性） - -.265** -.162* -.520** .168* .378**
攻撃性①（身体的攻撃） - .491** .279** .133* -.387**
攻撃性②（短気） - .473** .276** -.156**
攻撃性③（敵意） - -.060 -.144**
攻撃性④（言語的攻撃） - -.094
思いやり -





























3 群による差の検討　次に S-ESDS の 6 項目と攻撃性尺度の 4 項目、思いやり尺度の各
得点をパーセンタイルから 3 群に分け、それぞれ上位群（H）、中位群（M）、低位群（L）
に分けた。それらを独立変数（要因）として現在と幼少期の呼称についての質問を従属変
数とする一要因の分散分析を行った。さらに Bonferroni 多重比較により 3 群を比較した。
S-ESDS からみた場合、各発達段階の達成度の高群と低群で、親からの呼ばれ方に差が
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男性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ
親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
1 くん・ちゃん呼び（父） 3.19 (2, 98)
L < H
2 くん・ちゃん呼び（母）
3 呼び捨て（父） 4.22 (2, 97)
H < M
4 呼び捨て（母）




8 ネガティブなあだ名（母） 3.49 (2, 68)
M < L
9 穏やかに呼ぶ（父） 5.53 (2, 66) 3.23 (2, 97) 3.81 (2, 97)
L < H H < L L < M
10 穏やかに呼ぶ（母） 4.78 (2, 99) 3.50 (2, 68)
L < H L < H
女性
1 くん・ちゃん呼び（父） 3.14 (2, 354)
2 くん・ちゃん呼び（母）
3 呼び捨て（父） 5.46 (2, 355) 3.45 (2, 355)
H < L・M
4 呼び捨て（母） 5.36 (2, 361)
L < H
5 ポジティブなあだ名（父） 4.49 (2, 351) 3.05 (2, 351)
L < M・H M < L
6 ポジティブなあだ名（母）
7 ネガティブなあだ名（父）
8 ネガティブなあだ名（母） 4.30 (2, 363) 3.35 (2, 363) 6.71 (2, 363) 3.43 (2, 363)
H < L L < H H < L・M L < H
9 穏やかに呼ぶ（父） 15.82 (2, 354) 4.96 (2, 354) 4.57 (2, 186) 3.76 (2, 186) 4.46 (2, 354) 6.80 (2, 354) 6.25 (2, 354)
L・M < H L・M < H L < M L < H H < M H < L L < M < H
10 穏やかに呼ぶ（母） 19.11 (2, 363) 7.85 (2, 363) 6.73 (2, 195) 5.01 (2, 195) 5.16 (2, 363)
L < M < H L・M < H M・H < L L・M < H H < L
S-ESDS 攻撃性
Table 9　現在の呼称による分散分析で有意差（p <.05）があったF値と多重比較Table 9　現在の呼称による分散分析で有意差（p<.05）があった F値と多重比較
男性 基本的信頼感 自律性 主導性 生産性
アイデン
ティティ
親密性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃 思いやり
11 くん・ちゃん呼び（父）
12 くん・ちゃん呼び（母）
13 呼び捨て（父） 3.23 (2, 67)
14 呼び捨て（母） 3.88 (2, 99)
H < L
15 ポジティブなあだ名（父） 3.46 (2, 97) 
M < H
16 ポジティブなあだ名（母） 3.32 (2, 99)
17 ネガティブなあだ名（父） 3.46 (2, 98)
18 ネガティブなあだ名（母）
19 穏やかに呼ぶ（父） 6.52 (2, 98) 3.44 (2, 67)
L・M < H L < H
20 穏やかに呼ぶ（母） 5.59 (2, 99) 3.34 (2, 99)




13 呼び捨て（父） 3.36 (2, 358) 4.94 (2, 358)
H < L H < L
14 呼び捨て（母） 3.11 (2, 363)
L < H
15 ポジティブなあだ名（父） 5.12 (2, 358)
L < M
16 ポジティブなあだ名（母） 3.10 (2, 363)
L < M
17 ネガティブなあだ名（父） 3.34 (2, 358) 3.49 (2, 358)
H < L H < L
18 ネガティブなあだ名（母） 4.21 (2, 363) 4.92 (2, 363)
H < L H < L
19 穏やかに呼ぶ（父） 17.19 (2, 358) 7.50 (2, 358) 4.40 (2, 190) 4.61 (2, 190) 3.46 (2, 358) 7.59 (2, 358)
L < M < H L・M < H L < M L < H H < L L < M < H
20 穏やかに呼ぶ（母） 17.10 (2, 363) 9.72 (2, 363) 4.31 (2, 195) 7.09 (2, 195) 3.63 (2, 363) 5.24 (2, 363) 8.44 (2, 363)
L < M < H L・M < H L < H L・M < H H < L・M L < M < H
S-ESDS 攻撃性
Table 10　幼少期による呼称の分散分析で有意差（p <.05）があったF値と多重比較Table 10　幼少期による呼称の分散分析で有意差（p<.05 があった F値と多重比較
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